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◆ 9 月定例会のあらまし
◆３０年度決算認定
◆議　案　審　議
◆一般質問（2 名の議員が登壇）

◆委員会レポート
◆１２月定例会開催予定

・・・・   

・・・・   

・・・・   

・・・・   

・・・・   

・・・・   

2
4
6
7

11
12

ROKKASHO  VILLAGE

六ヶ所村
発行日／令和元年 11 月 28 日

第 50 号

清々しい汗を流しながら
駆け抜けるランナーの様子

9

ろっかしょ

　　議会だより

去る９月２９日（日）に開催された六ヶ所エネルギーパークマラソン大会。「新しいエネルギーと豊かな自然を
感じながら駆け抜けよう」をテーマに、県内外から約７７０名が参加し、盛大に開催されました。

第１回　六ヶ所エネルギーパークマラソン大会

祝辞を述べる髙橋議長
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令 和 元 年 9 月 定 例 会令 和 元 年 9 月 定 例 会

9月定例会のあらまし
　

令
和
元
年
９
月
定
例
会
は
、
９
月
６
日
か
ら
９
月
13
日
ま
で
の
８
日
間
の
会

期
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

■
９
月
６
日
の
本
会
議
初
日
、
戸
田
村
長
か
ら
、
提
案
理
由
の
中
で
本
村
の

第
一
次
産
業
の
状
況
つ
い
て
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。
農
作
物
に
つ
い
て
は
本
年

６
月
か
ら
７
月
に
か
け
低
温
や
降
雨
に
よ
る
影
響
が
懸
念
さ
れ
ま
し
た
が
、
そ

の
後
、
好
天
に
恵
ま
れ
、
順
調
に
生
育
し
て
い
る
状
況
で
あ
る
。
漁
業
に
つ
い

て
は
主
力
で
あ
る
イ
カ
釣
り
漁
、
延
縄
漁
、
刺
網
漁
は
こ
こ
数
年
水
揚
げ
量
が

低
水
準
で
推
移
し
て
お
り
ま
す
が
、
本
年
も
厳
し
い
状
況
が
続
い
て
お
り
、
今

後
の
水
揚
げ
量
に
注
視
し
て
参
り
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　

原
子
力
行
政
に
つ
い
て
は
再
処
理
工
場
等
の
新
規
制
基
準
へ
の
対
応
状
況
に

つ
い
て
、
第
２
低
レ
ベ
ル
放
射
性
廃
棄
物
貯
蔵
建
屋
の
最
大
保
管
廃
棄
能
力
を

約
５
万
本
か
ら
約
５
万
５
千
２
百
本
に
向
上
さ
せ
る
こ
と
と
し
、
安
全
協
定
書

の
規
定
に
基
づ
き
施
設
の
変
更
に
係
る
計
画
書
が
提
出
さ
れ
、
そ
の
内
容
に
つ

い
て
青
森
県
と
と
も
に
専
門
家
の
助
言
を
得
な
が
ら
検
討
し
た
結
果
、
安
全
性

は
十
分
に
確
保
さ
れ
る
と
判
断
し
、
７
月
30
日
に
了
解
し
た
。
村
民
の
皆
様
が

大
き
な
期
待
を
寄
せ
る
再
処
理
工
場
の
２
０
２
１
年
上
期
の
竣
工
に
向
け
、
国

及
び
事
業
者
の
迅
速
か
つ
的
確
な
対
応
に
期
待
す
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
村
と
し

て
は
そ
の
対
応
に
つ
い
て
厳
し
く
注
視
し
て
参
り
た
い
と
考
え
て
い
る
と
報
告

が
あ
り
、
そ
の
後
上
程
し
た
議
案
の
概
要
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

■
本
定
例
会
に
は
、
令
和
元
年
度
一
般
会
計
を
は
じ
め
と
す
る
８
会
計
の
補

正
予
算
、
条
例
の
一
部
改
正
、
専
決
処
分
の
報
告
、
平
成
30
年
度
の
一
般
会
計

を
は
じ
め
と
す
る
９
会
計
の
決
算
認
定
な
ど
31
件
が
上
程
さ
れ
、
い
ず
れ
も
全

会
一
致
で
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

■
９
日
に
行
わ
れ
た
一
般
質
問
に
は
、
２
名
の
議
員
が
登
壇
し
、
社
会
福
祉

法
人
へ
の
助
成
等
や
六
ヶ
所
村
役
場
職
員
の
実
務
研
修
後
の
配
属
先
に
つ
い
て

な
ど
村
の
考
え
方
を
問
い
た
だ
し
ま
し
た
。

詳
し
く
は
、
六
ヶ
所
村
Ｈ
Ｐ

（http://w
w
w.rokkasho.jp/

）
内
の
「
六
ヶ
所
村
議
会
」「
会
議
録
閲
覧
」

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

平成３０年度 決算

169億3,410万7千円、 191億3,557万6千円を認定

決
算
に
対
す
る
監
査
意
見

■
平
成
30
年
度
の
一
般
会
計
、
４
特
別
会
計
、

４
公
営
企
業
会
計
の
決
算
は
左
表
の
と
お
り
で

あ
り
、
関
係
法
令
お
よ
び
企
業
会
計
の
原
則
に

準
拠
し
会
計
全
般
に
誤
り
も
な
く
適
正
で
あ
る

と
判
断
。

■
村
税
を
は
じ
め
公
営
住
宅
使
用
料
な
ど

の
税
外
徴
収
金
を
加
え
た
滞
納
額
が
、
約

１
億
６
千
８
百
万
で
、
前
年
度
と
比
較
し
て
低

減
し
て
お
り
、
徴
収
努
力
が
認
め
ら
れ
る
。
今

後
と
も
、
慎
重
か
つ
厳
格
に
対
応
し
、
善
良
な

納
税
者
等
の
納
入
意
欲
を
損
ね
る
こ
と
の
な
い

よ
う
長
期
的
な
滞
納
の
抑
制
や
一
層
効
果
的
な

徴
収
対
策
を
行
い
、
収
納
率
及
び
村
民
の
納
税

意
識
の
向
上
に
積
極
的
に
取
り
組
む
よ
う
要
望

す
る
。

■
急
速
に
進
む
高
齢
化
社
会
の
状
況
を
踏
ま
え
、

多
額
の
財
政
需
要
の
増
加
が
予
想
さ
れ
る
た
め
、

安
定
的
な
歳
入
確
保
に
向
け
収
納
率
を
向
上
さ

せ
る
必
要
が
あ
る
。

■
限
り
あ
る
歳
入
と
行
政
資
源
を
活
用
し
て
最

大
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
た
め
、
経
費

全
般
に
わ
た
る
見
直
し
と
新
た
な
行
政
課
題
・

需
要
に
的
確
に
対
応
で
き
る
よ
う
組
織
一
丸
と

な
っ
て
財
政
運
営
の
健
全
化
に
な
お
一
層
努
め

る
べ
き
で
あ
る
。

■
給
水
人
口
が
年
々
減
少
す
る
こ
と
で
水
道
事

業
を
取
り
巻
く
経
営
環
境
は
厳
し
く
な
っ
て
い

る
。
漏
水
箇
所
の
早
期
発
見
・
早
期
対
応
に
努

め
る
な
ど
、
直
接
事
業
利
益
に
影
響
す
る
有
収

率
の
向
上
を
目
指
す
と
と
も
に
、
今
後
も
財
政

状
況
に
十
分
配
慮
し
、
水
道
施
設
の
適
切
な
維

持
管
理
と
整
備
を
推
進
す
る
事
で
安
全
で
良
質

な
水
を
低
廉
か
つ
安
定
的
に
供
給
す
る
こ
と
を

求
め
る
。　

　

な
ど
の
指
摘
が
あ
り
ま
し
た
。

※１　経営に伴い発生が予想される収入と支出　※ 2　将来に備えて行う建設改良等の支出とその財源となる収入

３０年度企業会計決算状況
会 計 名 収　　入（千円） 支　　出（千円） 残った金額（千円）

水 道 事 業
収益的　※ 1 313,596 287,003 26,593
資本的　※ 2 204,054 361,790 ▲ 157,736

農業集落排水事業
収益的　※ 1 100,013 96,839 3,174
資本的　※ 2 0 44,374 ▲ 44,374

下 水 道 事 業
収益的　※ 1 822,563 803,352 19,211
資本的　※ 2 377,965 581,119 ▲ 203,154

工業用水道事業
収益的　※ 1 34,039 26,984 7,055
資本的　※ 2 0 8 ▲ 8

合 　 　 　 　 　 計 1,852,230 2,201,469 ▲ 349,239

平成３０年度各会計の決算状況
会 計 名 収　　入（千円） 支　　出（千円） 歳入歳出差引額（千円）
一 般 会 計 15,146,988 14,521,062 625,926

特
別
会
計

国民健康保険（事業勘定） 1,107,625 1,088,858 18,767
後 期 高 齢 者 医 療 75,034 74,096 938
国民健康保険（千歳平施設勘定） 109,694 107,998 1,696
介護保険（保険事業勘定） 1,151,051 1,142,093 8,958
合 　 　 　 　 　 　 計 17,590,392 16,934,107 656,285

３０年度の歳入歳出差引額：656,285千円
※歳入歳出差引額のうち令和元年度の特定の事業に約332,187 千円、基金繰入額に263,000 千円、残額の61,098千円
　は翌年へ繰越します。

※実質赤字額又は連結実質赤字額がない場合及び実質公債費比率又は将来負担比率が算定されない
　場合は「－」を記載している。

健全化判断比率
平 成 3 0 年 度 早期健全化基準

①～④の指標について、
国の示す基準を下回って
おり、村の財政は健全な
状態です。

① 実 質 赤 字 比 率 －（％） 13.55（％）

②連結実質赤字比率 －（％） 18.55（％）

③実質公債費比率 5.4（％） 25.00（％）

④ 将 来 負 担 比 率 －（％） 350.00（％）

一般会計・特別会計 全会計総額
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決 算 認 定 決 算 認 定

１４５億２,１０６万２千円はこんな事業に使われました
【平成30年度決算】

総 務 費 支 出 額
約 2,781,348 千円

構 成 比
19.16％

総務費は、村の全体的な事務などに使われました。

●文化交流プラザ指定管理委託料	

●人材育成基金事業助成金	

●六ヶ所村七戸十和田駅間乗合タクシー運行委託料	

●尾駮地区コミュニティーセンター整備工事費	

●住宅新築・リフォーム助成金	

●水素エネルギー導入可能性調査委託料	 尾駮コミュニティ―センタ―

187,500

19,600

4,571

519,717

11,251

10,384

千円

千円

千円

千円

千円

千円

約

約

約

約

約

約

民　生　費 支 出 額
約 2,601,422 千円

構 成 比
17.92％

民生費は、お年寄りや乳幼児などの福祉に使われました。

●老人福祉センター指定管理委託料	

●地域交流ホーム指定管理委託料	

●病児保育委託料	

●高齢者生活福祉センター改修工事費	

●高齢者等無料入浴送迎バス運行委託料	

●千歳平こども園指定管理委託料	

●子宝祝金	

●乳幼児育成事業医療給付費	 なかよしルームの様子（病児保育）

29,821

24,744

6,792

167,527

36,242

100,510

12,200

28,446

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

約

約

約

約

約

約

約

約

衛　生　費 支 出 額
約 998,844 千円

構 成 比
6.88％

衛生費は、各種検診や予防接種、ゴミ処理などに使われました。

●北部上北広域事務組合負担金（野辺地病院）	

●北部上北広域事務組合負担金（焼却場）	

●妊婦健康診査交通費助成金	

●予防接種委託料	

●各種検診委託料	

●六ヶ所村医療センター指定管理交付金	

●ごみ収集委託料 複合健診の様子

68,650

120,611

1,794

27,430

35,265

220,000

64,259

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

約

約

約

約

約

約

約

土　木　費 支 出 額
約 1,612,315 千円

構 成 比
11.11％

土木費は、道路や村営住宅の維持管理や建設などに使われました。

●公営住宅等改修工事費	

●村道等舗装補修工事費	

●中志2号線整備工事費	

●除排雪委託料	

●千歳平はるき小公園休憩所整備工事費	

●千歳平3号線外1整備工事費	

●レイクタウン北地区土地・建築助成金	 千歳平はるき小公園休憩所

79,585

32,598

64,598

261,305

18,602

242,689

8,384

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

約

約

約

約

約

約

約

農林水産業費 支 出 額
約 632,011 千円

構 成 比
4.36％

農林水産業費は、農業・漁業・畜産業の振興対策などに使われました。

●富ノ沢地区野菜予冷庫等指定管理委託料	

●村営放牧場指定管理委託料	

●有機堆肥センター指定管理委託料	

●農道整備工事費（村内）	

●産地パワーアップ事業費補助金	

●泊地区漁業者用歩道整備工事費	

●漁業振興対策助成金	 	 泊地区漁業者専用歩道

13,075

21,603

21,000

48,295

40,943

36,327

87,452

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

約

約

約

約

約

約

約

教　育　費 支 出 額
約 1,503,877 千円

構 成 比
10.35％

教育費は、小中学校の管理運営や社会教育、スポーツ振興などに使われました。

●六ヶ所高校通学バス運行委託料	

●村営学習塾運営業務委託料	

●泊小・中学校併置基本設計業務委託料	

●千歳平小学校整備基本設計業務委託料	

●小学生、中学生海外体験学習事業委託料	

●屋内温水プール指定管理委託料 小中学校海外体験学習の様子（オーストラリア）

98,631

19,459

2,916

25,371

26,705

126,038

千円

千円

千円

千円

千円

千円

約

約

約

約

約

約

そ　の　他 支 出 額
約 4,391,244 千円

構 成 比
30.24％

●議員報酬や議会活動に使われた金額	

●商工業や観光振興に使われた金額	

●消防活動や防災活動に使われた金額	

●借り入れたお金の返済に使われた金額	

●特別会計や企業会計に支出した金額	

131,758

564,809

704,904

647,264

2,342,508

千円

千円

千円

千円

千円

約

約

約

約

約

※構成比とは145億 2,106万２千円を100％とした場合の各費目の割合を示したものです。
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▼歳出予算の主なもの
　総務費に妊婦等の冬期運転の負担軽減を図るため、タク
シー利用券を交付する子育て応援タクシー利用助成費や村税
還付金・還付加算金等を計上。
　民生費に老人福祉センターの温泉施設の改修に伴い、温泉
ポンプ設置及び浴室等の改修に係る工事請負費を計上したほ
か、衛生費に地域家庭医療センターの眼科診療に必要な医療
用備品購入費を計上。
　農林水産費に新規就農者の経営支援や農業機械等の購入支
援のため、農業次世代人材投資資金事業費補助金を計上。
　土木費に尾駮レイクタウン北側市街地土地分譲に係る土地
購入助成金及び公営住宅等改修工事請負費を計上。
　教育費に第二中学校教員住宅防音工事請負費を計上。
▼歳入予算の主なもの
　村税に個人村民税を追加したほか、国庫支出金に第二中学
校教員住宅防音事業費補助金を計上、県支出金には青森県未
来を変える元気事業費補助金などを計上し、既定の歳入歳出
予算の総額に歳入歳出それぞれ６億1,469万２千円を追加し、
歳入歳出予算の総額は 144 億 1,931 万２千円となりました。
▼国民健康保険特別会計をはじめとする４つの特別会計と公
営企業会計については、各特別会計に決算剰余金に伴う繰越
金を計上するとともに、介護保険特別会計には介護給付費交
付金返還金を追加し、農業集落排水事業会計には、戸鎖金崎
３号線管渠工事に係る工事請負費の計上など、所要の予算措
置を講したものです。

9月補正予算の状況
会 計 名 補正前 ( 千円 ) 補正額 ( 千円 ) 補正後 ( 千円 )

一 般 会 計 13,804,620 614,692 14,419,312

国民健康保険特別会計
（ 事 業 勘 定 ） 1,053,118 95 1,053,213

後期高齢者医療特別会計 83,000 0 83,000

国民健康保険特別会計
（ 千 歳 平 施 設 勘 定 ） 116,098 1,512 117,610

介 護 保 険 特 別 会 計
（ 保 険 事 業 勘 定 ） 1,132,346 6,546 1,138,892

水 道 事 業 会 計 ※ 2 163,500 22,200 185,700

農業集落排水事業会計※2 47,748 6,424 54,172

下 水 道 事 業 会 計 ※ 1 859,296 202 859,498

下 水 道 事 業 会 計 ※ 2 511,788 2,024 513,812

補正予算の内容

議 案 審 議

【
問
】
平
成
28
年
12
月
定

例
会
に
お
い
て
組
織
の

活
性
化
及
び
人
材
育
成

を
図
る
観
点
か
ら
、
村

の
文
化
振
興
公
社
及
び

第
３
セ
ク
タ
ー
等
と
村

職
員
と
の
人
事
交
流
を

行
う
こ
と
を
検
討
し
て

い
き
た
い
と
の
答
弁
が

あ
っ
た
が
そ
の
後
の
検

討
状
況
は
い
か
が
か
。

【
答
】
平
成
29
年
３
月
に

「
六
ヶ
所
村
と
民
間
企

業
等
と
の
人
事
交
流
に

関
す
る
要
綱
」
を
定
め
、

現
在
は
人
事
交
流
を
可

能
と
す
る
体
制
の
構
築

は
行
い
ま
し
た
が
、
人

事
交
流
に
よ
っ
て
受
け

入
れ
た
場
合
、
地
方
公

務
員
法
や
公
務
災
害
の

適
用
が
な
い
た
め
、
従

事
す
る
業
務
等
の
精
査

や
環
境
の
整
備
等
も
あ

る
た
め
慎
重
に
対
応
し

て
参
る
。

１
．
人
事
交
流
に
つ
い
て
。

　
人
事
交
流
に
つ
い
て
は

平
成
28
年
12
月
定
例
会
一

般
質
問
で
、
国
に
お
い
て

平
成
12
年
に
施
行
さ
れ
た

「
国
と
民
間
企
業
と
の
間
の

人
事
交
流
に
関
す
る
法
律
」

に
基
づ
き
、「
相
互
理
解
を

深
め
る
」、「
双
方
の
組
織

の
活
性
化
と
人
材
育
成
を

図
る
」
観
点
か
ら
、
村
の

文
化
振
興
公
社
及
び
第
３

セ
ク
タ
ー
で
あ
る
地
域
振

興
開
発
株
式
会
社
に
加
え
、

農
業
総
合
公
社
と
村
職
員

議 案 審 議

９月定例会で審議された議案
議案番号 議　　案　　名 議決結果 議決日

議案第７２号 令和元年度六ヶ所村一般会計補正予算（第３号） 原案可決

9月12日

議案第７３号 令和元年度六ヶ所村国民健康保険特別会計補正予算（事業勘定第２号） 原案可決

議案第７４号 令和元年度六ヶ所村後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号） 原案可決

議案第７５号 令和元年度六ヶ所村国民健康保険特別会計補正予算（千歳平施設勘定第２号） 原案可決

議案第７６号 令和元年度六ヶ所村介護保険特別会計補正予算（保険事業勘定第２号） 原案可決

議案第７７号 令和元年度六ヶ所村水道事業会計補正予算（第２号） 原案可決

議案第７８号 令和元年度六ヶ所村農業集落排水事業会計補正予算（第２号） 原案可決

議案第７９号 令和元年度六ヶ所村下水道事業会計補正予算（第２号） 原案可決

議案第８０号 六ヶ所村第１号会計年度任用職員の報酬、期末手当及び費用弁償に関する条例の制定について 原案可決

議案第８１号 六ヶ所村第２号会計年度任用職員の給与に関する条例の制定について 原案可決

議案第８２号 地方公務員法及び地方自治法の一部を改正する法律の施行に伴う関係条例の整備等に関する
条例について 原案可決

議案第８３号
成年被後見人等の権利の制限に係る措置の適正化等を図るための関係法律の整備に関する
法律の施行に伴う
関係条例の整備に関する条例について

原案可決

議案第８４号 六ヶ所村印鑑の登録及び証明に関する条例の一部を改正する条例について 原案可決

9月13日

議案第８５号 六ヶ所村特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準を定める条例の一部を
改正する条例について 原案可決

議案第８６号 六ヶ所村子ども・子育て支援法の規定に基づく過料に関する条例の一部を改正する条例に
ついて 原案可決

議案第８７号 六ヶ所村特定教育・保育施設及び特定地域保育事業の利用者負担額に関する条例の一部を
改正する条例について 原案可決

議案第８８号 第二中学校防音機能復旧工事請負契約の締結について 原案可決

議案第８９号 不動産の取得について 原案可決

認定第１号 平成30年度六ヶ所村一般会計歳入歳出決算認定について 認定

9月12日

認定第２号 平成30年度六ヶ所村国民健康保険特別会計（事業勘定）歳入歳出決算認定について 認定

認定第３号 平成30年度六ヶ所村後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定について 認定

認定第４号 平成30年度六ヶ所村国民健康保険特別会計（千歳平施設勘定）歳入歳出決算認定について 認定

認定第５号 平成30年度六ヶ所村介護保険特別会計（保険事業勘定）歳入歳出決算認定について 認定

認定第６号 平成30年度六ヶ所村水道事業会計決算認定について 認定

認定第７号 平成30年度六ヶ所村農業集落排水事業会計決算認定について 認定

認定第８号 平成30年度六ヶ所村下水道事業会計決算認定について 認定

認定第９号 平成30年度六ヶ所村工業用水道事業会計決算認定について 認定

と
の
人
事
交
流
を
進
め
る

考
え
は
な
い
か
と
の
質
問

に
対
し
、「
こ
れ
ら
の
法
人

の
業
務
は
村
と
深
い
関
わ

り
が
あ
り
、
職
員
採
用
後

は
人
事
異
動
も
な
く
、
双

方
の
組
織
の
活
性
化
や
人

材
育
成
を
図
る
た
め
、
人

事
交
流
は
必
要
と
考
え
て

い
る
。
実
施
す
る
た
め
に

は
、
協
定
を
締
結
す
る
な

ど
の
課
題
を
整
理
す
る
必

要
が
あ
り
、
今
後
検
討
し

て
い
き
た
い
。」
と
の
答
弁

が
あ
っ
た
が
そ
の
後
の
検

討
状
況
に
つ
い
て
伺
う
。

 

【
答
】
　
当
時
は
、
「
公
益

的
法
人
等
へ
の
職
員
の
派

遣
等
に
関
す
る
条
例
」
に

基
づ
き
、
公
益
的
法
人
に

対
し
て
職
員
を
派
遣
す
る

こ
と
が
出
来
ま
し
た
が
受

け
入
れ
る
た
め
の
制
度
が

な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
村

政
の
効
率
的
な
運
営
に
資

す
る
事
を
目
的
と
し
て
、

平
成
29
年
３
月
に
「
六
ヶ

所
村
と
民
間
企
業
等
と
の

人
事
交
流
に
関
す
る
要
綱
」

を
定
め
、
民
間
企
業
等
へ

の
職
員
の
派
遣
に
係
る
制

度
の
拡
充
を
図
り
受
入
れ

に
つ
い
て
も
可
能
と
し
た

と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

一 般 質 問

村の考えを問います。

一般質問
一般質問とは？
※議員が村の行政全般にわたる執行状況や将来の方針などについ
て、報告や説明を求めたり質問することで、定例会で行われます。

寺
下

　和
光 

議
員



ROKKASHO  VILLAGE

六ヶ所村
議会だより 第 50 号（8）議会だより ROKKASHO  VILLAGE

六ヶ所村
（9）第 50 号

一 般 質 問 一 般 質 問

に
、
介
護
福
祉
士
の
資

格
取
得
に
対
し
、
資
格

取
得
後
は
村
内
に
勤
務

す
る
事
を
条
件
と
し
、

人
材
育
成
基
金
等
を
活

用
し
全
額
助
成
す
る
考

え
は
な
い
か
。

⑤
高
齢
化
が
進
展
し
入

所
者
の
増
加
や
安
定
的

な
経
営
を
図
る
為
に
も

老
人
保
健
施
設
の
増
床

を
検
討
す
べ
き
と
思
う

が
如
何
か
。

　

ま
た
、
待
機
者
が
多

い
現
状
を
鑑
み
た
時
に

新
た
な
施
設
を
誘
致
す

る
考
え
は
あ
る
か
。

【
答
】
①
令
和
元
年
６
月

末
現
在
、
５
６
２
名
の

方
が
認
定
を
受
け
て
い

る
。

②
令
和
元
年
６
月
末
現

在
で
、
介
護
老
人
保
健

施
設
ニ
ッ
コ
ウ
キ
ス
ゲ

を
は
じ
め
と
す
る
村
内

３
施
設
の
利
用
者
合
計

は
１
０
９
名
、
村
外
施

設
の
利
用
者
の
合
計
は

42
名
で
あ
る
。

③
今
後
国
に
お
い
て
、

介
護
報
酬
の
加
算
、
処

遇
改
善
の
加
算
が
行
わ

れ
、
介
護
職
員
の
確
保

等
に
効
果
が
期
待
さ
れ

務
等
の
精
査
や
受
け
入
れ

環
境
の
整
備
な
ど
の
課
題

も
多
く
、
未
だ
実
現
に
至
っ

て
い
ま
せ
ん
。

　
本
職
と
し
て
は
、
人
事

交
流
の
必
要
性
は
感
じ
て

お
り
ま
す
が
、
相
互
に
有

益
を
も
た
ら
す
体
制
を
検

討
す
る
必
要
が
あ
る
と
考

え
る
こ
と
か
ら
、
慎
重
に

対
応
し
て
参
り
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

【
問
】
①
村
内
で
要
支
援

及
び
要
介
護
に
認
定
さ

れ
て
い
る
人
は
何
名
か
。

②
要
介
護
に
認
定
さ
れ

て
い
る
人
で
、
村
内
施

設
を
利
用
し
て
い
る
人

と
、
村
外
施
設
を
利
用

し
て
い
る
人
は
そ
れ
ぞ

れ
何
名
か
。

③
人
材
不
足
等
に
よ
り

社
会
福
祉
法
人
は
、
厳

し
い
経
営
状
況
に
あ
る

と
思
う
が
、
職
員
の
処

遇
改
善
の
た
め
の
助
成

や
借
入
金
へ
の
利
子
補

給
、
職
員
の
負
担
を
軽

減
す
る
パ
ワ
ー
ア
シ
ス

ト
ス
ー
ツ
等
の
介
護
ロ

ボ
ッ
ト
の
導
入
へ
助
成

を
検
討
す
る
考
え
は
な

い
か
。

④
介
護
職
員
確
保
の
為

　
し
か
し
、
本
村
は
む
つ

小
川
原
開
発
を
は
じ
め
多

く
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
関
連
施

設
が
集
積
す
る
国
内
随
一

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
ま
ち
で
、

他
の
地
方
公
共
団
体
と
は

異
な
る
環
境
下
に
あ
り
、
村

が
担
う
業
務
は
非
常
に
多

様
か
つ
困
難
で
、
職
員
の

負
担
も
年
々
増
加
し
て
お

り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
下
に

危
機
感
を
持
っ
て
対
応
し

て
い
く
た
め
、
青
森
県
を
は

じ
め
一
般
財
団
法
人
の
「
地

域
活
性
化
セ
ン
タ
ー
」
や

「
電
源
立
地
地
域
振
興
セ
ン

タ
ー
」
で
職
員
を
研
修
さ

せ
、
村
が
必
要
と
す
る
人

材
確
保
に
積
極
的
に
取
り

組
ん
で
き
た
と
こ
ろ
で
あ

り
ま
す
。

　
一
方
で
、
出
産
や
子
育

て
世
代
の
増
加
、
経
験
豊

富
な
行
政
職
の
大
量
退
職
、

地
方
公
共
団
体
の
受
験
者

数
の
減
少
な
ど
働
き
方
改

革
も
相
ま
り
、
職
員
の
負
担

軽
減
に
つ
い
て
も
非
常
に

苦
慮
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。
ま
た
、
人
事
交
流
に

よ
っ
て
受
け
入
れ
た
場
合
、

地
方
公
務
員
法
や
公
務
災

害
な
ど
の
適
用
が
な
い
た

め
従
事
し
て
い
た
だ
く
業

る
め
注
視
す
る
。
利
子

補
給
は
社
会
福
祉
法
人

か
ら
の
申
し
出
に
よ
り

補
助
率
等
を
検
討
し
た

い
。
介
護
ロ
ボ
ッ
ト
の

助
成
は
国
に
お
い
て
行

わ
れ
て
お
り
、
補
助
事

業
に
よ
っ
て
導
入
し
た

介
護
ロ
ボ
ッ
ト
に
は
、

嵩
上
げ
の
一
部
助
成
を

検
討
し
て
い
く
。

④
資
格
取
得
は
人
材
育

成
基
金
を
活
用
し
経
費

の
75
％
の
助
成
を
行
っ

て
い
る
が
、
自
己
負
担

に
つ
い
て
は
、
将
来
に

わ
た
る
生
計
の
糧
と
な

る
の
で
、
応
分
の
負
担

と
認
識
す
る
た
め
、
全

額
免
除
の
新
た
な
条
件

は
好
ま
し
く
な
い
と
考

え
て
い
る
。

⑤
平
成
29
年
度
の
施
設

利
用
率
は
96.

２
％
、
平

成
30
年
度
で
99.

３
％
と

推
移
し
て
お
り
、
充
足

さ
れ
て
い
る
と
考
え
て

い
る
。

　

新
た
な
施
設
の
誘
致

は
、
７
期
介
護
保
険
事

業
計
画
に
基
づ
き
、
民

間
の
資
本
力
や
経
営
力

な
ど
の
導
入
を
図
り
、

介
護
老
人
福
祉
施
設
等

の
充
実
に
努
め
て
い
く
。

２
．
社
会
福
祉
法
人
へ
の

助
成
等
に
つ
い
て
。

　
本
村
の
状
況
は
、
８
月

１
日
現
在
の
住
民
基
本
台

帳
に
よ
る
高
齢
化
率
は
、

26.

２
％
と
な
っ
て
お
り
、

少
子
高
齢
化
の
波
は
着
実

に
進
展
し
て
お
り
ま
す
。
こ

の
こ
と
か
ら
、
約
10
年
後

に
は
本
村
の
高
齢
化
率
は

30
％
を
超
え
約
３
人
に
１

人
が
高
齢
者
と
な
る
可
能

性
も
視
野
に
入
れ
た
対
策

を
講
ず
る
時
期
に
あ
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
村
内
の
介
護
施
設
及
び

受
け
入
れ
可
能
ベ
ッ
ト
数

は
介
護
老
人
福
祉
施
設
（
特

別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
）
が

２
施
設
で
シ
ョ
ー
ト
利
用

も
含
め
１
１
４
床
、
介
護

老
人
保
健
施
設
が
１
施
設

で
29
床
と
な
っ
て
い
る
も

の
の
、
職
員
確
保
な
ど
の

問
題
か
ら
介
護
老
人
福
祉

施
設
の
稼
働
ベ
ッ
ト
数
は
、

１
０
５
床
と
理
解
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
入
所
申
請

を
し
、
待
機
し
て
い
る
本

村
住
民
は
約
80
名
と
聞
い

て
い
ま
す
。

　
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

を
経
営
す
る
社
会
福
祉
法

人
は
公
設
民
営
と
個
人
の

２
法
人
に
よ
っ
て
運
営
さ

れ
て
い
る
も
の
の
、
厳
し

い
財
政
状
況
の
中
で
処
遇

改
善
や
人
材
を
確
保
す
る

事
は
極
め
て
困
難
で
あ
る

と
の
声
も
聞
い
て
い
ま
す
。

国
に
お
い
て
も
介
護
職
員

の
処
遇
改
善
交
付
金
の
創

設
や
介
護
報
酬
の
見
直
し

な
ど
人
材
確
保
対
策
に
積

極
的
に
取
り
組
ん
で
お
り
、

国
の
第
７
期
介
護
保
険
事

業
計
画
の
介
護
サ
ー
ビ
ス

見
込
み
量
等
か
ら
令
和
６

年
度
末
ま
で
に
約
55
万
人

の
介
護
人
材
が
追
加
で
必

要
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
本
村
に
お
い
て
も
介

護
職
員
の
確
保
は
、
最
重

要
課
題
で
あ
る
と
認
識
し

て
い
ま
す
。

　
誰
も
が
、
重
度
な
要
介
護

状
態
と
な
っ
て
も
住
み
慣

れ
た
地
域
で
自
分
ら
し
い

暮
ら
し
を
人
生
の
最
後
ま

で
続
け
ら
れ
る
よ
う
、
医

療
・
介
護
・
生
活
支
援
が

提
供
さ
れ
る
必
要
が
あ
る

と
考
え
る
こ
と
か
ら
、
次

の
点
に
つ
い
て
お
伺
い
し

ま
す
。

①
村
内
で
要
支
援
及
び
要

介
護
に
認
定
さ
れ
て
い
る

人
は
何
名
か
。

②
要
介
護
に
認
定
さ
れ
て

い
る
人
で
、
村
内
施
設
を

利
用
し
て
い
る
人
と
、
村

外
施
設
を
利
用
し
て
い
る

人
は
そ
れ
ぞ
れ
何
名
か
。

③
働
き
方
改
革
や
人
材
不

足
等
に
よ
り
社
会
福
祉
法

人
は
、
厳
し
い
経
営
状
況
に

あ
る
と
思
う
が
、
職
員
の

処
遇
改
善
の
た
め
の
助
成

や
借
入
金
へ
の
利
子
補
給
、

職
員
の
負
担
を
軽
減
す
る

パ
ワ
ー
ア
シ
ス
ト
ス
ー
ツ

等
の
介
護
ロ
ボ
ッ
ト
の
導

入
へ
助
成
を
検
討
す
る
考

え
は
な
い
か
。

④
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
介

護
職
員
確
保
の
為
に
、
介

護
福
祉
士
の
資
格
取
得
に

対
し
、
資
格
取
得
後
は
村

内
に
勤
務
す
る
事
を
条
件

と
し
、
人
材
育
成
基
金
等

を
活
用
し
全
額
助
成
す
る

考
え
は
な
い
か
。

⑤
こ
れ
か
ら
、
更
に
高
齢

化
が
進
展
し
入
所
者
の
増

加
や
安
定
的
な
経
営
を
図

る
為
に
も
老
人
保
健
施
設

の
増
床
を
検
討
す
べ
き
と

思
う
が
如
何
か
。

　
ま
た
、
高
齢
者
福
祉
計

画
及
び
第
７
期
介
護
保
険

事
業
計
画
で
は
、「
入
所
希

望
者
等
の
状
況
を
把
握
し
、

か
ら
要
介
護
５
の
方
が
18

名
の
利
用
と
な
っ
て
お
り
、

村
内
施
設
利
用
者
の
合
計

は
１
０
９
名
で
あ
り
ま
す
。

村
外
の
介
護
老
人
福
祉
施

設
を
利
用
し
て
い
る
方
は

20
名
、
介
護
老
人
保
健
施

設
を
利
用
し
て
い
る
方
は

22
名
と
な
っ
て
お
り
、
村

外
施
設
利
用
者
の
合
計
は

42
名
で
あ
り
ま
す
。

　
３
点
目
、
現
在
国
に
お

い
て
、
介
護
報
酬
を
加
算

す
る
制
度
や
介
護
サ
ー
ビ

ス
事
業
所
に
お
け
る
勤
続

年
数
10
年
以
上
の
介
護
福

祉
士
に
つ
い
て
、
月
額
平

均
８
万
円
相
当
の
処
遇
改

善
加
算
を
本
年
10
月
１
日

よ
り
処
遇
改
善
を
行
う
と

さ
れ
て
お
り
ま
す
の
で
、

介
護
職
員
の
確
保
・
定
着

に
大
き
な
効
果
が
期
待
さ

れ
ま
す
の
で
、
今
後
国
の

処
遇
改
善
効
果
に
つ
い
て
、

注
視
し
て
参
り
ま
す
。
借

入
金
へ
の
利
子
補
給
に
つ

い
て
は
、
社
会
福
祉
法
人

か
ら
の
申
し
出
が
あ
れ
ば
、

利
子
補
給
率
、
補
給
期
間

を
限
定
し
た
形
で
検
討
し

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

介
護
ロ
ボ
ッ
ト
の
導
入
へ

の
助
成
に
つ
い
て
は
、
国

に
お
い
て
助
成
が
行
わ
れ

て
お
り
ま
す
の
で
、
事
業

者
が
、
補
助
事
業
に
よ
り

導
入
し
た
介
護
ロ
ボ
ッ
ト

に
対
し
、
村
に
お
い
て
嵩

上
げ
の
一
部
助
成
を
検
討

い
た
し
ま
す
。

　
４
点
目
、
介
護
福
祉
士

の
資
格
取
得
を
す
る
方
に

対
し
て
の
助
成
と
し
て
、

人
材
育
成
基
金
か
ら
受
験

料
、
旅
費
、
受
講
料
に
か

か
る
経
費
に
つ
い
て
50
万

円
を
上
限
と
し
て
、
75
％

の
助
成
を
行
っ
て
お
り
ま

す
。
残
り
の
25
％
の
自
己

負
担
に
つ
い
て
は
、
将
来

に
わ
た
る
生
計
の
糧
と
し

て
、
応
分
の
負
担
で
あ
る

と
認
識
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、
自
己
負
担
金
を
免
除

す
る
た
め
の
新
た
な
条
件

は
好
ま
し
く
な
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

　
５
点
目
、
現
在
地
域
医
療

振
興
協
会
が
経
営
し
、
29
床

で
サ
ー
ビ
ス
提
供
を
行
っ

て
い
ま
す
。
施
設
の
増
床

に
つ
い
て
は
施
設
利
用
率

が
平
成
29
年
度
96.

２
％
、

平
成
30
年
度
99.

３
％
と

推
移
し
て
お
り
、
充
足
さ

れ
て
い
る
と
考
え
て
い
ま

す
。

　
次
に
、
現
在
、
村
内
の

老
人
福
祉
施
設
の
待
機
者

は
80
名
で
、
そ
の
内
、
村

外
の
方
の
介
護
度
が
低
く

入
所
要
件
に
合
わ
な
い
方

等
を
除
い
た
方
が
41
名
お

り
ま
す
の
で
、
昨
年
度
か

ら
す
で
に
検
討
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
り
、
７
期
介

護
保
険
事
業
計
画
に
基
づ

き
、
民
間
の
資
本
力
や
経

営
力
な
ど
の
導
入
を
図
り
、

介
護
老
人
福
祉
施
設
等
の

充
実
に
努
め
て
参
り
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

【
問
】
①
製
造
さ
れ
て
い

る
堆
肥
の
販
売
と
収
支

状
況
は
ど
う
な
っ
て
い

る
か
。

②
本
村
の
農
畜
産
業
の

発
展
の
農
家
の
所
得
向

上
に
寄
与
す
る
た
め
等

を
目
的
に
設
置
さ
れ
た

一
般
社
団
法
人
六
ヶ
所

村
農
業
総
合
公
社
に
管

理
運
営
を
委
ね
る
べ
き

だ
と
考
え
る
が
如
何
か
。

【
答
】
①
過
去
４
年
間
の

商
品
販
売
額
は
、
年
間

当
た
り
約
２
千
２
百
万

円
、
販
売
量
は
、
年
間

当
た
り
約
２,

３
０
０
ト

ン
と
な
っ
て
い
る
。
収

支
状
況
に
つ
き
ま
し
て

は
、
収
入
は
年
間
当
た

り
約
４
千
百
万
円
、
支

出
は
年
間
当
た
り
約

４
千
万
円
で
、
収
支
は
、

年
間
当
た
り
約
百
万
円

の
収
益
と
な
っ
て
い
る
。

②
六
ヶ
所
村
農
業
総
合

公
社
が
管
理
運
営
を
行

う
た
め
に
は
、
新
た
な

人
員
の
確
保
や
処
理
業

及
び
収
集
運
搬
業
の
許

可
の
取
得
並
び
に
特
殊

な
機
械
設
備
の
運
転
方

法
や
良
質
な
堆
肥
の
製

造
方
法
等
の
ノ
ウ
ハ
ウ

を
習
得
す
る
必
要
が
あ

る
こ
と
か
ら
、
既
に
そ

の
ノ
ウ
ハ
ウ
や
許
可
を

取
得
し
て
い
る
現
在
の

指
定
管
理
者
に
引
き
続

き
管
理
運
営
を
お
願
い

し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

３
．
六
ヶ
所
村
有
機
堆
肥

セ
ン
タ
ー
の
現
状
等
に
つ

い
て
。

　
当
セ
ン
タ
ー
は
、
村
に

お
け
る
地
域
の
環
境
保
全

は
も
と
よ
り
、
畜
産
農
家

及
び
耕
種
農
家
の
連
携
を

検
証
を
行
い
な
が
ら
適
切

な
量
の
整
備
を
進
め
、
適

切
な
入
所
基
準
の
運
用
を

し
ま
す
。」
と
あ
る
が
、
こ

の
よ
う
に
、
待
機
者
が
多

い
現
状
を
鑑
み
た
時
に
新

た
な
施
設
を
誘
致
す
る
考

え
は
あ
る
か
。

 

【
答
】　
１
点
目
、
村
内
の

要
支
援
及
び
要
介
護
認
定

者
数
は
、
令
和
元
年
６
月

末
現
在
の
村
内
の
要
支
援
・

要
介
護
認
定
者
数
の
内
訳

は
、
要
支
援
１
が
53
名
、
要

支
援
２
が
58
名
、
要
介
護
１

が
１
１
２
名
、
要
介
護
２

が
１
０
４
名
、
要
介
護
３

が
83
名
、
要
介
護
４
が
77

名
、
要
介
護
５
が
75
名
と
、

全
体
で
５
６
２
名
の
方
が

認
定
を
受
け
て
お
り
ま
す
。

　
２
点
目
、
村
内
の
施
設

を
利
用
し
て
い
る
方
の
人

数
は
、
６
月
末
現
在
で
介

護
老
人
保
健
施
設
ニ
ッ
コ

ウ
キ
ス
ゲ
で
は
、
要
介
護

１
か
ら
要
介
護
５
ま
で
の

方
が
24
名
、
介
護
老
人
福

祉
施
設
ぼ
ん
て
ん
荘
で
は

要
介
護
３
か
ら
要
介
護
５

ま
で
の
方
が
67
名
、
地
域

密
着
型
介
護
老
人
福
祉
施

設
貴
宝
園
で
は
要
介
護
３
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■「地方公務員法及び地方自治法の一部を改正す
る法律の施行に伴う関係条例の整備等に関する
条例について」

[ 説　明 ]
◆地方公務員法及び地方自治法の一部改正に伴い、

同法により創設された「会計年度任用職員」の
給料・報酬・手当等、関係条例の制定等につい
て説明。

■「六ヶ所村まち・ひと・しごと創生総合戦略に
係る評価等について」

[ 説　明 ]
◆同戦略に掲げる基本目標の検証結果について説

明。
[委員の意見 ]

◎村外に移住している実態はこれまでも課題と
なっているため、今後見込まれる人口減少を緩
やかにするためにも早めの対策を講ずるべきで
はないか。

■「防衛省に対する要望結果について」
[ 説　明 ]
◆去る７月２９日および３０日に行った三沢対地

射爆撃場周辺対策に関する要望活動の回答内容
などを確認。

■「委員会所管担当課の分掌事務について」
[ 説　　明 ]
◆総務企画常任委員会が所管する担当各課の分掌

事務について確認。

総務企画常任委員会

９月１０日に委員会を開催し、４件の事項について担当課より説明を受け審議

９月定例会の会期中に開催された常任委員会の審議内容をお知らせいたします。

一 般 質 問

理
運
営
を
お
願
い
し
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

【
問
】
①
研
修
前
の
所
属

課
で
行
う
業
務
に
関
し

て
必
要
な
知
識
や
経
験

を
積
む
こ
と
が
職
員
本

人
の
た
め
に
な
り
、
し

い
て
は
職
場
の
業
務
を

遂
行
す
る
上
で
合
理
的

で
あ
る
と
考
え
る
が
、

研
修
後
に
全
員
違
う
課

へ
配
属
と
な
っ
て
い
る

の
は
な
ぜ
か
。

②
研
修
の
成
果
に
関
す

る
レ
ポ
ー
ト
等
の
記
録

は
さ
れ
て
い
る
の
か
。

ま
た
、
庁
内
全
体
で
そ

の
成
果
を
共
有
・
周
知

す
る
た
め
の
仕
組
み
は

あ
る
の
か
。

【
答
】
①
実
務
研
修
は
、

こ
れ
ま
で
村
で
経
験
し

た
業
務
に
限
ら
ず
、
職

販
売
額
は
、
年
間
当
た
り

約
２
千
２
百
万
円
、
販
売

量
は
、
年
間
当
た
り
約
２,

３
０
０
ト
ン
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。

　
収
支
状
況
に
つ
き
ま
し

て
は
、
収
入
は
年
間
当
た

り
約
４
千
百
万
円
、
支
出

は
年
間
当
た
り
約
４
千
万

円
で
、
収
支
は
、
年
間
当

た
り
約
百
万
円
の
収
益
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
２
点
目
、
当
該
施
設
の

管
理
運
営
を
行
う
に
あ
た

り
、「
廃
棄
物
の
処
理
及
び

清
掃
に
関
す
る
法
律
」
に

基
づ
き
、
処
理
業
及
び
収

集
運
搬
業
の
許
可
を
要
す

る
施
設
で
あ
り
、
六
ヶ
所

村
農
業
総
合
公
社
が
管
理

運
営
を
行
う
た
め
に
は
、

新
た
な
人
員
の
確
保
や
処

理
業
及
び
収
集
運
搬
業
の

許
可
の
取
得
並
び
に
特
殊

な
機
械
設
備
の
運
転
方
法

や
良
質
な
堆
肥
の
製
造
方

法
等
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
習
得

す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
か

ら
、
村
と
い
た
し
ま
し
て

は
、
既
に
そ
の
ノ
ウ
ハ
ウ

や
許
可
を
取
得
し
て
い
る

現
在
の
指
定
管
理
者
で
あ

る
吹
越
台
地
飼
料
生
産
利

用
組
合
に
、
引
き
続
き
管

強
め
、
完
熟
堆
肥
の
安
定

供
給
の
確
立
、
農
業
振
興

及
び
農
業
経
営
の
安
定
を

図
り
、
地
域
の
活
性
化
に

寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
に

設
置
さ
れ
、
現
在
は
「
六
ヶ

所
村
公
の
施
設
に
係
る
指

定
管
理
者
の
指
定
の
手
続

き
等
に
関
す
る
条
例
」
に

基
づ
き
、
指
定
管
理
者
に

よ
り
管
理
運
営
さ
れ
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
が
、
そ
の

現
状
に
つ
い
て
次
の
点
に

つ
い
て
次
の
点
に
つ
い
て

伺
う
。

➊
製
造
さ
れ
て
い
る
堆
肥

の
販
売
と
収
支
状
況
は
ど

う
な
っ
て
い
る
か
。

➋
農
業
経
営
の
合
理
化
と

担
い
手
の
確
保
を
図
り
、
本

村
の
農
畜
産
業
の
発
展
と

農
家
所
得
の
向
上
に
寄
与

す
る
た
め
等
を
目
的
に
設

置
さ
れ
た
、
一
般
社
団
法

人
で
あ
る
六
ヶ
所
村
農
業

総
合
公
社
に
管
理
運
営
を

委
ね
る
べ
き
と
思
う
が
如

何
か
。

 

【
答
】　
１
点
目
、
販
売
の

状
況
つ
い
て
は
、
平
成
27

年
度
か
ら
令
和
元
年
度
ま

で
の
指
定
管
理
期
間
の
う

ち
、
過
去
４
年
間
の
商
品

員
の
意
欲
を
最
大
限
に

尊
重
し
、
希
望
に
応
じ

た
部
署
で
研
修
さ
せ
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま

す
。
研
修
終
了
後
の
所

属
に
つ
い
て
は
、
実
務

研
修
に
お
け
る
経
験
を

発
揮
で
き
る
所
属
に
配

置
す
る
よ
う
留
意
し
て

い
る
。

②
研
修
先
の
機
関
や
本

人
が
村
に
帰
省
し
た
際

に
研
修
期
間
中
に
従
事

し
た
業
務
や
勤
務
状
況

等
の
報
告
を
受
け
て
い

る
た
め
、
レ
ポ
ー
ト
に

つ
い
て
は
課
し
て
い
ま

せ
ん
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
実

務
研
修
で
学
ん
だ
こ
と

を
多
く
の
職
員
と
共
有

す
る
こ
と
は
必
要
で
あ

る
と
考
え
る
こ
と
か
ら
、

実
務
研
修
経
験
者
に
よ

る
報
告
会
の
実
施
を
検

討
し
て
参
る
。

１
．
六
ヶ
所
村
役
場
職
員

の
実
務
研
修
後
の
配
属
先

に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

　
現
在
、
六
ヶ
所
村
で
は
、

実
務
研
修
を
実
施
し
て
お

り
、
地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー

や
電
源
地
域
振
興
セ
ン

タ
ー
を
始
め
と
し
た
一
般

財
団
法
人
や
青
森
県
庁
へ

職
員
を
派
遣
し
て
い
る
と

伺
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
れ

ら
の
活
動
は
、
職
員
本
人

の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
や
人
脈

作
り
等
の
キ
ャ
リ
ア
形
成

を
大
き
く
助
成
し
、
更
に
、

研
修
後
に
そ
こ
で
学
ん
だ

こ
と
を
業
務
へ
活
か
す
こ

と
に
よ
り
、
本
村
行
政
へ

の
貢
献
が
期
待
さ
れ
る
も

の
と
認
識
し
て
お
り
ま
す
。

　
し
か
し
、
平
成
27
年
か

ら
平
成
31
年
の
過
去
５
年

間
の
デ
ー
タ
で
は
研
修
後

の
職
員
の
全
員
が
研
修
以

前
の
所
属
課
か
ら
全
く
違

う
課
へ
配
属
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
実
務
研
修
後

の
職
員
の
配
属
先
に
関
し

次
の
点
に
つ
い
て
伺
い
ま

す
。

➊
研
修
の
有
り
方
と
し
て

は
、
研
修
前
の
所
属
課
で

行
う
業
務
に
関
し
て
必
要

な
知
識
や
経
験
を
積
む
こ

と
が
職
員
本
人
の
た
め
に

な
り
、
し
い
て
は
職
場
の

業
務
を
遂
行
す
る
上
で
合

理
的
で
あ
る
と
考
え
る
が
、

研
修
後
に
全
員
違
う
課
へ

配
属
と
な
っ
て
い
る
の
は

な
ぜ
か
。

➋
研
修
の
成
果
に
関
す
る

レ
ポ
ー
ト
等
の
記
録
は
さ

れ
て
い
る
の
か
。
ま
た
、
庁

内
全
体
で
そ
の
成
果
を
共

有
・
周
知
す
る
た
め
の
仕

組
み
は
あ
る
の
か
。

 

【
答
】　
１
点
目
、
実
務
研

修
は
、
村
の
特
定
の
行
政

分
野
の
強
化
を
図
る
こ
と

が
目
的
で
は
な
く
、
こ
れ

ま
で
村
で
経
験
し
た
業
務

に
限
ら
ず
、
職
員
の
意
欲

を
最
大
限
に
尊
重
し
、
基

本
的
に
そ
の
希
望
に
応
じ

た
部
署
で
研
修
さ
せ
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
実
務
研
修
終
了
後

の
村
に
復
帰
し
た
際
の
所

属
に
つ
き
ま
し
て
は
、
本
人

の
異
動
希
望
も
踏
ま
え
て
、

実
務
研
修
に
お
け
る
経
験

を
発
揮
で
き
る
所
属
に
配

置
す
る
よ
う
に
留
意
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　
２
点
目
、
実
務
研
修
の
過

程
で
培
っ
た
知
識
・
経
験

等
に
つ
き
ま
し
て
は
、
村

復
帰
後
の
職
務
遂
行
過
程

に
お
い
て
実
践
す
る
こ
と

で
、
他
の
職
員
に
も
良
い

影
響
を
与
え
る
こ
と
が
で

髙
田
　翔 

議
員

（仮称）泊こども園建設予定地
（泊小学校南側）

■「（仮称）泊こども園整備事業に係る進捗状況について」
〔説  明〕
◆令和３年４月１日の開園にむけた用地取得の状況や設計業務、
指定管理者の指定スケジュールなどを説明。

［委員の意見］
◎保護者が送迎の際に利用する駐車スペースは余裕をもたせる
べきである。
◎保護者説明会で提案された意見を取り入れて計画的に進める
べきではないか。
■「視察研修について」

［説  明］
◆学校教育に関する先行事例を調査するために視察研修を行う。

福祉教育常任委員会

９月１１日に委員会を開催し、２件の事項について担当課より説明を受け審議

■「関係機関に対する要望結果について」
〔説  明〕
◆去る７月３０日に新むつ小川原株式会社および電気事業連合会に対して行った要望活動（企業誘致や地

域振興等）についての回答内容等を確認。

むつ小川原特別委員会

９月１１日に委員会を開催し、１件の事項について担当課より説明を受け審議

委 員 会 レ ポ ー ト

一 般 質 問
き
、
研
修
の
効
果
が
発
揮

さ
れ
る
も
の
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

　
ま
た
、
そ
れ
ぞ
れ
の
機

関
か
ら
研
修
期
間
中
に
従

事
し
た
業
務
や
勤
務
状
況

等
に
つ
い
て
の
報
告
を
受

け
て
い
る
こ
と
や
、
研
修

職
員
が
村
に
帰
省
し
た
折

に
状
況
報
告
を
そ
の
都
度

受
け
て
い
る
と
こ
ろ
で
も

あ
り
ま
す
の
で
、
レ
ポ
ー

ト
に
つ
い
て
は
課
し
て
い

ま
せ
ん
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
実
務

研
修
で
学
ん
だ
こ
と
を
多

く
の
職
員
と
共
有
す
る
こ

と
の
必
要
性
は
十
分
認
識

し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
現

在
、
実
務
研
修
経
験
者
に

よ
る
報
告
会
の
実
施
を
検

討
さ
せ
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
り
ま
す
。

　
今
後
と
も
多
様
化
す
る

村
民
ニ
ー
ズ
に
迅
速
か
つ

的
確
に
対
応
す
る
た
め
、
職

員
の
人
材
育
成
は
必
要
不

可
欠
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
実

務
研
修
の
み
な
ら
ず
、
様
々

な
分
野
の
研
修
を
実
施
し
、

職
員
一
人
一
人
の
ス
キ
ル

ア
ッ
プ
に
努
め
て
参
り
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。



ROKKASHO  VILLAGE

六ヶ所村
議会だより 第 50 号（12）

　議会を監視するのは『あなた』です。９月定例会の傍聴人は７０人でした。あなたも議会の傍聴をし
てみませんか？傍聴は村政を知る良い機会です。
　定例会は、３月、６月、９月、１２月の年４回開催されます。臨時会は必要に応じて開催されます。
　詳しくは議会事務局７２－２１１１（内線４１１，４１２，４１３）へお尋ねください。

議会傍聴

議会を傍聴してみませんか？

令和元年第６回六ヶ所村議会定例会会期日程（案）
日　程 月　日（曜日） 区　　　分 会　議　内　容

第１日目 12月 6日（金） 本会議（午前 10 時） 開会、提出議案上程・説明、委員会付託

第２日目 12月 7日（土） 休 日 休 会

第３日目 12月 8日（日） 休 日 休 会

第４日目 12月 9日（月） 本会議（午前 10 時） 一般質問

第５日目 12月 10 日（火） 休　　　　会 常任委員会※ 1

第６日目 12月 11 日（水） 休　　　　会 常任委員会・特別委員会※ 1

第７日目 12月 12 日（木） 本会議（午前 10 時） 議案審議

第８日目 12月 13 日（金） 本会議（午前 10 時） 議案審議・委員長報告・閉会

※ 1　各委員会の開催時間等は決まり次第、HPでお知らせします。　【議会の日程は変更されることがあります】

産業建設常任委員会現場視察

…
…
編
集
後
記
…
…

　

議
会
だ
よ
り
50
号
を
お
届
け
し

ま
す
。

　

本
年
も
残
す
と
こ
ろ
１
ヶ
月
と

な
り
ま
し
た
。
振
り
返
り
ま
す
と
、

今
年
の
出
来
事
で
印
象
深
か
っ
た

の
は
何
と
言
っ
て
も
新
元
号
「
令

和
」の
発
表
で
は
な
か
っ
た
で
し
ょ

う
か
。「
平
成
」
か
ら
「
令
和
」
へ

移
り
行
く
時
に
新
し
い
目
標
や
決

意
を
持
た
れ
た
方
も
い
ら
っ
し
ゃ

る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

こ
の
議
会
だ
よ
り
も
節
目
と
な

る
50
回
目
の
発
行
と
な
り
ま
し
た
。

今
後
も
皆
様
に
末
永
く
ご
愛
読
い

た
だ
け
る
よ
う
努
め
て
参
り
ま
す

の
で
ご
指
導
・
ご
鞭
撻
の
ほ
ど
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

六
ヶ
所
村
広
報
委
員
会

委
員
長　

橋　

本　
　
　

竜

副
委
員
長　

附　

田　

角　

栄

委
員　

小　

泉　

靖　

美

髙　

田　

博　

光

寺　

下　

和　

光

　９月１０日に委員会を開催し、２件の事項について担当課より説明を受け審議。その後「泊地区漁業
者用歩道整備事業の進捗について」現場調査を実施しました。

壮大な太平洋が望めることができ、
観光施設としての活用も期待できる
漁業者用歩道（写真：左）と委員の
現場視察の様子。（写真：右）

■「泊地区漁業者用歩道整備事業の進捗について」
［説  明］
◆平成３０年度末時点での工事の進捗状況および令和元年度に完成予定
の箇所について説明を受け、その後現地調査を実施。
[委員の意見］
◎手すりが無い箇所があるため、安全性を考慮して設置するべきではないか。
◎利用者からの意見を集約することも必要ではないか。
◎景観を活かし、観光施設として活用する方法も検討するべきではないか。

■「視察研修について」
［説  明］
◆水産関係に関する先行事例を
調査するために視察研修を行う。
[委員の意見］
◎台風による被害等も懸念され
るため視察先の受入れ体制を確
認しながら行うべきである。


